
平成31年度

邑南町水道事業会計予算

邑南町水道課





　（総　則）

第１条 平成３１年度邑南町水道事業会計予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

件

㎥

2,630 ㎥

主要な建設改良事業

千円

　（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第 1 款 千円

第 1 項 千円

第 ２ 項 千円

第 １ 款 千円

第 １ 項 千円

第 ２ 項 千円

第 ３ 項 千円

　（資本的収入及び支出）

第４条

第 １ 款 千円

第 １ 項 千円

第 2 項 千円

第 3 項 千円

第 4 項 千円

第 １ 款 千円

第 １ 項 千円

第 2 項 千円

平 成 ３１ 年 度 邑 南 町 水 道 事 業 会 計 予 算

支　　　　　　　　　　　出

水 道 事 業 費 用 456,356

営 業 費 用 389,797

収　　　　　　　　　　　入

水 道 事 業 収 益 420,380

営 業 収 益 228,401

営 業 外 収 益 191,979

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

給 水 件 数

年 間 総 給 水 量

一 日 平 均 給 水 量

(1)

(2)

(3)

(4)

水道施設整備事業 287,526

4,297

959,952

収　　　　　　　　　　　入

資 本 的 収 入 393,440

企 業 債 197,000

営 業 外 費 用 66,059

予 備 費 500

 不足する額172,068千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額4,960千円、過年度分

 損益勘定留保資金37,263千円及び当年度分損益勘定留保資金129,845千円で補填するものとする。）。

国 庫 補 助 金

他 会 計 補 助 金 99,352

90,280

工 事 負 担 金 6,808

支　　　　　　　　　　　出

資 本 的 支 出 565,508

建 設 改 良 費 295,913

企 業 債 償 還 金 269,595
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　 (企業債）

第５条

千円 年　　％以内

　政府資金については、その融資

条件により、銀行その他の場合には、

その債権者と協定するものとする。

　ただし、財政の都合により据置

期間及び償還期間を短縮し、もしく

は繰上償還、又は低利債に借換え

ることができる。

　（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、100,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1)　営業費用及び営業外費用の間の流用（消費税及び地方消費税に不足が生じた場合）

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条

 それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

(1)　職員給与費 千円

　（他会計からの補助金）

第９条 水道事業健全財政運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、37,699千円である。

　（たな卸資産の購入限度額）

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、3,000千円と定める。

邑南町長 石橋　良治

普通貸借

又　は

証券発行

水道施設整備事業

（ただし、利
率見直し方式
で借り入れる
資金につい
て、利率の見
直しを行った
後においては
当該見直し後
の利率）

平成３１年　３月　４日提出

次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又は

64,479

限　度　額 起債の方法 利　　率

５．０

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 償　還　の　方　法

197,000
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邑南町水道事業会計

予算に関する説明書





（単位：千円）

1 水 道 事 業 収 益 420,380

1 営 業 収 益 228,401

1 給 水 収 益 225,606 水道料金

2 受 託 工 事 収 益 2,000

3 その他営業収益 795

手数料 61

水道加入金 734

2 営 業 外 収 益 191,979

1 他 会 計 補 助 金 136,717 他会計補助金

2 長期前受金戻入 54,615

国県補助金戻入 49,636

他会計補助金戻入 4,979

3 雑 収 益 647

（単位：千円）

1 水 道 事 業 費 用 456,356

1 営 業 費 用 389,797 営業活動に要する費用

1 原水及び浄水費 68,907

給料 18,408

手当 7,469

賞与等引当金繰入額 2,960

法定福利費 5,628

備消品費 188

燃料費 132

光熱水費 170

通信運搬費 428

委託料 2,128

手数料 9,519

賃借料 628

修繕費 3,678

動力費 15,019

薬品費 2,324

営業活動から生ずる収益

飲料水供給施設使用料

支障移転補償金

平 成 ３１ 年 度 邑 南 町 水 道 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画

収　益　的　収　入　及　び　支　出

収　　　　　　　　　　　入

       款   　　 項 目 予　　定　　額 備　　　　考

支　　　　　　　　　　　出

       款   　　 項 目 予　　定　　額 備　　　　考

浄水池等の維持管理等に要す
る費用
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保険料 221

公課費 7

2 配水及び給水費 27,750

給料 7,488

手当 3,041

賞与等引当金繰入額 1,204

法定福利費 2,289

燃料費 67

光熱水費 288

通信運搬費 594

委託料 1,033

手数料 9

賃借料 153

修繕費 4,426

工事請負費 2,344

動力費 2,577

材料費 2,152

保険料 78

公課費 7

3 受 託 工 事 費 2,000

4 総 係 費 27,154 その他に要する費用

給料 5,304

手当 3,755

賞与等引当金繰入額 853

報酬 116

法定福利費 1,622

旅費 150

退職手当組合負担金 5,304

備消品費 731

燃料費 563

印刷製本費 77

通信運搬費 337

委託料 6,909

手数料 365

賃借料 845

負担金 217

貸倒引当金繰入額 6

       款   　　 項 目 予　　定　　額 備　　　　考

配水池等の維持管理等に要す
る費用

水道管移転補償工事費
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5 減 価 償 却 費 254,026

6 資 産 減 耗 費 9,960 固定資産除却費

2 営 業 外 費 用 66,059

1
支払利息及び企業債
取 扱 諸 費 55,538 企業債利息

2
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税 10,000

3 雑 支 出 521

3 予 備 費 500

1 予 備 費 500 予備費

       款   　　 

有形固定資産減価償却費

項 目 予　　定　　額 備　　　　考

消費税及び地方消費税

飲料水供給施設維持管理費
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（単位：千円）

1 資 本 的 収 入 393,440

1 企 業 債 197,000

1 企 業 債 197,000 企業債

2 国 庫 補 助 金 90,280

1 国 庫 補 助 金 90,280 国庫補助金

3 他 会 計 補 助 金 99,352

1 他 会 計 補 助 金 99,352 他会計補助金

4 工 事 負 担 金 6,808

1 工 事 負 担 金 6,808 工事負担金

（単位：千円）

1 資 本 的 支 出 565,508

1 建 設 改 良 費 295,913

1 水道施設整備費 287,526

2,225

356

1,630

483

180

1,100

14

賃借料 928

工事請負費 280,555

55

2 固定資産購入費 100 土地購入費

3 支障移転事業費 8,287

2 企 業 債 償 還 金 269,595

1 企 業 債 償 還 金 269,595 企業債償還金

水道管移転補償工事費

委託料

資　本　的　収　入　及　び　支　出

収　　　　　　　　　　　入

       款 　　   項 目 予　　定　　額 備　　　　　考

支　　　　　　　　　　　出

       款 　　   項 目 予　　定　　額 備　　　　　考

備消品費

燃料費

印刷製本費

保険料

賃金

法定福利費

手数料
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(単位：円)

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純損失 △ 39,183,877

減価償却費 254,023,544

資産減耗費 9,959,650

貸倒引当金の増減額(△は減少) 5,164

長期前受金戻入額 △ 54,616,301

支払利息 55,537,370

未収金の増減額(△は増加) △ 1,000,000

未払金の増減額(△は減少) △ 43,922,400

預り金の増減額（△は減少） 100,000

小計 180,903,150

利息の支払額 △ 55,537,370

    業務活動によるキャッシュ・フロー 125,365,780

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 273,688,206

国庫補助金による収入 83,592,593

90,320,000

工事負担金による収入 6,189,623

    投資活動によるキャッシュ・フロー △ 93,585,990

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 197,000,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 269,594,203

    財務活動によるキャッシュ・フロー △ 72,594,203

　資金減少額 △ 40,814,413

　資金期首残高 126,861,875

　資金期末残高 86,047,462

他会計からの繰入金による収入

（平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで）

平成３１年度 邑南町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書
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給与費明細書

1．特別職

（法定福利費に災害補償費を含む）（単位：千円）

報　酬 給　料
期　末
手　当

地　域
手　当

その他
の手当

計

長　等

議　員

その他 9 116 116 116

計 9 116 116 116

長　等

議　員

その他 9 173 173 173

計 9 173 173 173

長　等

議　員

その他 △ 57 △ 57 △ 57

計 △ 57 △ 57 △ 57

合　計 備　考

本
年
度

前
年
度

比
　
較

区　分 職員数

給　　与　　費
法定福利

費
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2．一般職

（1）総括 （法定福利費に災害補償費を含む）（単位：千円）

報　酬 給　料
職　員
手　当

計

本年度 8 31,200 18,320 49,520 14,843 64,363

前年度 8 33,045 19,074 52,119 15,725 67,844

比　較 △ 1,845 △ 754 △ 2,599 △ 882 △ 3,481

区　分 扶　養 通　勤 管理職 住　居 時間外 期　末 勤　勉

本年度 1,200 745 398 517 1,600 4,986 3,424

前年度 1,681 647 397 560 1,600 5,527 3,322

比　較 △ 481 98 1 △ 43 △ 541 102

区　分
特　殊
勤　務

宿日直
管理職

特別勤務
期末勤勉手
当等引当金

本年度 433 5,017

前年度 433 4,907

比　較 110

（2）給料及び職員手当の増減額の明細 （単位：千円）

区分

606

△ 2,451

△ 754

職　員
手　当

△ 754

制度改正に伴う増減分

その他の増減分

給　料 △ 1,845

給与改定に伴う増減分

昇給に伴う増加分

その他の増減分

合　計

増減額 増減事由別明細 説　明 備　考

職
員
手
当
の
内
訳

区　分 職員数

給　与　費

法定福利費
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（3）給料及び職員手当の状況

ア．職員一人当りの給与 （単位：円、歳）

行（一） 行（二）

平成31年 平均給料月額 324,062

4月1日現在 平均給与月額 357,687

平均年齢 42.63

平成30年 平均給料月額 343,262

4月1日現在 平均給与月額 381,925

平均年齢 45.00

イ．初任給 （単位：円）

一般職 技能労務職

行（一） 行（二） 行（一） 行（二）

148,600 148,600

180,700 180,700

ウ．級別職員数 （単位：人、％）

職員数 構成比 職員数 構成比

7級 0.0

6級 2 25.0

5級 2 25.0

平成31年 4級 1 12.5

4月1日現在 3級 1 12.5

2級 0.0

1級 2 25.0

計 8 100.0 0

7級 0.0

6級 2 25.0

5級 3 37.5

平成30年 4級 1 12.5

4月1日現在 3級 1 12.5

2級 0.0

1級 1 12.5

計 8 100.0 0

（級別の標準的な職務内容）
区分 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

統括課長 課長 室長 係長 主任 主任主事 主事

主査 課長補佐 統括主任 主任専門員 主任技師 技師

統括課長補佐 調整監 統括専門員

管理監 専門監

企画監一般職
行（一）

区　分

区　分
国の制度

高校卒

大学卒

区分 級
一般職　行（一） 一般職　行（二）
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エ．昇給 （単位：人、％）

統括
課長等

課長等
課長

補佐等
係長等 主任等

主任
主事等

主事等
その
他

8 1 3 1 1 2

8 0 1 3 1 1 0 2 0

0号給 0

1号給 0

2号給 2 1 1

3号給 0

4号給 6 2 1 1 2

6号給 0

8号給 0

100 100 100 100 100 100

8 1 4 1 1 1

8 0 1 4 1 1 0 1 0

0号給 0

1号給 0

2号給 1 1

3号給 0

4号給 7 1 3 1 1 1

6号給 0

8号給 0

100 100 100 100 100 100

オ．期末手当、勤勉手当 （単位：月分）

6月

2.225 有

2.100 有

2.225 有

カ．定年退職及び勧奨退職に係る退職手当 （単位：月分）

20年
勤続
の者

24.586875

24.586875

キ．地域手当

ク．特殊勤務手当 （単位：％）

1.39

75.00

ケ．その他の手当

通勤手当 異 町で設定

代表的な特殊勤務手当の名称

区分 国の制度との異同 差異の内容

住居手当 同
扶養手当 同

水道手当

支給対象職員の比率 66.67 100.00 100.00

給料総額に対する比率 1.02 1.70 2.06

100.00

国の制度（支給率）

区　分 全職種
課長等 課長補佐等 係長等 主任等 主任主事等統括課長等

代表的な職種

主事等

3.25

その他

支給率（％）
支給対象職員数

支給対象地域 該当なし

国の制度 33.270750 47.709000 47.709000
定年前早期

退職特例措置
（2～40％加算）

最高
限度

その他
加算措置

支給率等 33.270750 47.709000 47.709000
定年前早期

退職特例措置
（2～40％加算）

区　分
25年
勤続
の者

35年
勤続
の者

前年度 2.300 4.400

国の制度 2.225 4.450

支給率
（月分）

加算
措置

備　考
12月

本年度 2.225 4.450

区　分
支給期別支給率

代表的な職種

前
年
度

職員数　a

昇給に係る職員数　b

号給数別内訳

比率　b／a

区　分 合計

本
年
度

職員数　a

昇給に係る職員数　b

号給数別内訳

比率　b／a
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(単位：円)

1   営    業    収    益

(1) 給 水 収 益 207,163,297

(2) そ の 他 営 業 収 益 940,000 208,103,297

2   営    業    費    用

(1) 原 水 及 び 浄 水 費 64,298,411

(2) 配 水 及 び 給 水 費 29,624,224

(3) 総 係 費 29,582,317

(4) 減 価 償 却 費 254,574,721

(5) 資 産 減 耗 費 7,654,845 385,734,518

   営　　　業　　　損　　　失 177,631,221

3   営   業   外   収   益

(1) 他 会 計 補 助 金 132,421,000

(2) 長 期 前 受 金 戻 入 50,123,063

(3) 雑 収 益 586,624 183,130,687

4   営   業   外   費   用

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 60,563,361

(2) 雑 支 出 425,730 60,989,091 122,141,596

55,489,625

  当    年    度    純    損    失 55,489,625

  前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 △ 69,515,232

  当 年 度 未 処 理 欠 損 金 125,004,857

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

平成３０年度 邑南町水道事業予定損益計算書

   経      常      損      失
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(単位：円)

　　　　資　　　　　産　　　　　の　　　　　部

1 固     定     資     産

(1)有 形 固 定 資 産

イ 土 地 44,007,060

ロ 建 物 514,597,915

減 価 償 却 累 計 額 △ 162,718,337 351,879,578

ハ 構 築 物 9,388,687,688

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,443,504,261 4,945,183,427

ニ 機 械 及 び 装 置 2,652,336,526

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,085,458,999 566,877,527

ホ 車 両 運 搬 具 1,004,834

減 価 償 却 累 計 額 △ 452,174 552,660

へ 建 設 仮 勘 定 26,888,846

有 形 固 定 資 産 合 計 5,935,389,098

固  定  資  産  合  計 5,935,389,098

2  流     動     資     産

(1) 現 金 預 金 126,861,875

(2) 未 収 金 23,000,000

貸 倒 引 当 金 △ 292,186 22,707,814

流  動  資  産  合  計 149,569,689

資    産    合    計 6,084,958,787

　　　　負　　　　　債　　　　　の　　　　　部

3  固     定     負     債

(1) 企 業 債

イ 建設改良費等の財源

に充てるための企業債 2,890,834,226 2,890,834,226

固  定  負  債  合  計 2,890,834,226

4 流      動      負      債

(1) 企 業 債

イ 建設改良費等の財源 269,594,203

に充てるための企業債 269,594,203

(2) 未 払 金 93,922,400

(3) 引 当 金

イ 賞 与 等 引 当 金 5,015,384

引  当  金  合  計 5,015,384

(4) 預 り 金 1,400,000

流  動  負  債  合  計 369,931,987

5 繰      延      収      益

(1) 長 期 前 受 金 2,557,806,959

収 益 化 累 計 額 △ 1,210,649,947

繰  延  収  益  合  計 1,347,157,012

負    債    合    計 4,607,923,225

　　　　資　　　　　本　　　　　の　　　　　部

6 資      本      金

(1) 資 本 金 1,601,968,475

資   本   金   合   計 1,601,968,475

7 剰      余      金

(1)資  本  剰  余  金

イ 国 庫 補 助 金 71,944

資 本 剰 余 金 合 計 71,944

(2)利  益  剰  余  金

イ 当年度未処理欠損金 125,004,857

欠 損 金 合 計 125,004,857

剰   余   金   合   計 △ 124,932,913

資    本    合    計 1,477,035,562

負  債  資  本  合  計 6,084,958,787

(平成３１年３月３１日)

 平成３０年度 邑南町水道事業予定貸借対照表
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(単位：円)

　　　　資　　　　　産　　　　　の　　　　　部

1 固     定     資     産

(1)有 形 固 定 資 産

イ 土 地 44,106,320

ロ 建 物 514,597,915

減 価 償 却 累 計 額 △ 171,109,543 343,488,372

ハ 構 築 物 9,620,985,042

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,577,476,185 5,043,508,857

ニ 機 械 及 び 装 置 2,637,962,063

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,124,298,075 513,663,988

ホ 車 両 運 搬 具 1,004,834

減 価 償 却 累 計 額 △ 678,261 326,573

有 形 固 定 資 産 合 計 5,945,094,110

固  定  資  産  合  計 5,945,094,110

2  流     動     資     産

(1) 現 金 預 金 86,047,462

(2) 未 収 金 24,000,000

貸 倒 引 当 金 △ 297,350 23,702,650

流  動  資  産  合  計 109,750,112

資    産    合    計 6,054,844,222

　　　　負　　　　　債　　　　　の　　　　　部

3  固     定     負     債

(1) 企 業 債

イ 建設改良費等の財源

に充てるための企業債 2,807,894,212 2,807,894,212

固  定  負  債  合  計 2,807,894,212

4 流      動      負      債

(1) 企 業 債

イ 建設改良費等の財源

に充てるための企業債 279,940,014 279,940,014

(2) 未 払 金 50,000,000

(3) 引 当 金

イ 賞 与 等 引 当 金 5,015,384

引  当  金  合  計 5,015,384

(4) 預 り 金 1,500,000

流  動  負  債  合  計 336,455,398

5 繰      延      収      益

(1) 長 期 前 受 金 2,733,806,074

収 益 化 累 計 額 △ 1,261,163,147

繰  延  収  益  合  計 1,472,642,927

負    債    合    計 4,616,992,537

　　　　資　　　　　本　　　　　の　　　　　部

6 資      本      金

(1) 資 本 金 1,601,968,475

資   本   金   合   計 1,601,968,475

7 剰      余      金

(1)資  本  剰  余  金

イ 国 庫 補 助 金 71,944

資 本 剰 余 金 合 計 71,944

(2)利  益  剰  余  金

イ 当年度未処理欠損金 164,188,734

欠 損 金 合 計 164,188,734

剰   余   金   合   計 △ 164,116,790

資    本    合    計 1,437,851,685

負  債  資  本  合  計 6,054,844,222

(平成３２年３月３１日)

平成３１年度 邑南町水道事業予定貸借対照表
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　　行っている。

　　　を5,015,384円取り崩す予定である。

Ⅳ　その他

　１　引当金の取崩

        ・主な耐用年数

Ⅰ　重要な会計方針に係る事項に関する注記

  １　固定資産（償却資産）の減価償却の方法

　 (1)　有形固定資産

　　　　・減価償却の方法

          定額法による。

　　　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち

　　      建物　　　　　　　　　　10年～50年

　　      構築物　　　　　　　　　40年～60年

　　      機械及び装置　　　　　　 6年～20年

　　　　　車両運搬具　　　　　　　 4年～ 5年

　２　引当金の計上方法

   (1)　退職給付引当金

        職員の退職手当は、水道事業が毎期支出する退職手当組合に対する一般負担金を除き、一般会計がその全部を負担す

      ることになっているため、退職給付引当金は計上していない。

   (2)　賞与等引当金

　　　　職員の期末手当、勤勉手当及び法定福利費等の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の

      負担に属する額を計上する。

   (3)　貸倒引当金

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上する。

  ３　消費税及び地方消費税の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。

　

Ⅱ　予定貸借対照表等に関する注記

　１　後年度において一般会計が負担する企業債の償還に関する事項

    一般会計が負担すると見込まれる額は1,535,767,113円である。

　１　リース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理を

   (1)　当年度において期末手当及び勤勉手当の支給並びに手当の支給に伴い発生する法定福利費を支給するため、賞与等引当金

Ⅲ　リース契約に関する注記
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